
工
事
費
増
額
の
内
訳
公

表
を
市
当
局
が
拒
否

最
初
に
尾
形
昌
彦
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）
は
、
工

事
費
増
額
の
項
目
ご
と
の

内
訳
を
求
め
ま
し
た
が
、

建
設
部
長
は
、
「
請
負
者

と
詳
細
を
詰
め
る
分
が
あ

り
、
合
意
し
て
い
な
い
段

階
で
内
訳
は
明
ら
か
に
で

き
な
い
」
と
拒
否
し
ま
し

た
。工

事
変
更
の
検
討
経
過

に
つ
い
て
は
、
「
屋
根
下

地
は

年
４
月
か
ら
現
場

27

の
検
討
を
始
め
、
減
額
工

事
に
努
め
な
が
ら
、
屋
根

加
重
に
伴
う
基
礎
工
事
の

変
更
は

年
８
月
頃
か
ら

27

進
め
て
き
た
。
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
設
備
は

年
７
月
頃

28

に
変
更
し
、
天
井
木
製
ル

ー
バ
ー
の
工
事
は
こ
れ
か

ら
だ
」
と
答
え
、
既
に
増

額
分
に
つ
い
て
工
事
着
工

が
進
ん
で
い
ま
す
。

今
後
の
補
修
を
含
め
た

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、

「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
は

年
使
う
と
し
て
、

60

ほ
ぼ
建
設
費
と
同
額
の
80

億
円
程
度
と
な
る
」
と
答

え
ま
し
た
。

今
後
の
維
持
管
理
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
、
教
育

部
長
は
「
ホ
ー
ル
や
練
習

場
だ
け
で
な
く
、
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
や
駐
車
場

も
貸
出
で
き
る
よ
う
な
自

由
度
の
高
い
使
い
方
を
想

定
し
、
使
用
料
の
確
保
に

努
め
て
い
き
た
い
。
視
察

に
対
し
て
も
適
切
な
対
価

を
求
め
て
い
く
」
と
答
え

ま
し
た
。

当
初
設
計
の
積
算
不

足
に
問
題

小
野
由
夫
議
員
（
市
民

ク
ラ
ブ
）
は
、
「
当
初
設

計
の
積
算
不
足
に
問
題
が

あ
る
」
と
質
し
、
建
設
部

長
は
「
資
材
価
格
の
急
激

な
高
騰
や
設
計
労
務
単
価

の
変
更
な
ど
設
計
時
に
は

予
測
で
き
な
い
。
そ

の
た
め
に
イ
ン
フ
レ

ス
ラ
イ
ド
制
度
が
あ

る
」
と
説
明
し
ま
し

た
。石

井
清
則
議
員

（
市
民
ク
ラ
ブ
）
は
、

「
当
初
の
倍
以
上
に

膨
ら
ん
だ
工
事
費
に

市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
る
か
」
と
質
し
た

の
に
対
し
、
建
設
部

長
は
、
「
当
初
計
画

の
工
事
費
は
、
既
存

の
ホ
ー
ル
施
設
の
最

も
単
価
が
安
か
っ
た

時
代
の
も
の
を
参
考

に
し
た
た
め
で
あ

り
、
震
災
後
の
物
価

上
昇
に
よ
り
建
設
費

が
膨
ら
ん
で
き
た
」

と
答
え
、
「
市
民
の

意
見
は
い
ろ
い
ろ
あ

る
」と
述
べ
ま
し
た
。

予
算
内
に
お
さ
め
ら
れ

な
か
っ
た
設
計
業
者
の
責

任
と
、
選
定
委
員
会
の
副

市
長
の
責
任
に
つ
い
て
質

し
た
の
に
対
し
、
建
設
部

長
は
「
工
事
費
の
増
額
は

不
可
避
な
も
の
で
あ
り
、

設
計
者
の
責
任
で
は
な

い
」
と
述
べ
、
副
市
長
は

「
全
国
の
設
計
コ
ン
ペ
を

や
り
、
そ
の
後
市
民
と
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
３

回
ぐ
ら
い
議
論
し
て
、
市

民
の
意
見
を
聞
い
て
決
め

た
も
の
だ
」
と
答
え
ま
し

た
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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鶴岡市文化会館改築工事の入札のこれまでの経過
2012(平成24)年

2012年３月 整備基本計画を決定。現在地に改築。建物高さ31㍍(現会館17㍍、市役所24.9㍍)。

本体工事費は40億円。総事業費45億円

2012年８月６日設計業者は公募型プロポーザルで選定された妹島和世(せじまかずよ)建築設計事務

所を代表とする妹島・新穂・石川共同体と委託契約を締結（1億2390万円）

2013(平成25)年

2013年５月30日基本設計を市議会全員協議会に説明。2016年８月完成めざす。1200席のﾎｰﾙとﾘﾊｰｻﾙ

室、楽屋６室、練習室２室、会議室２室、展示ｽﾍﾟｰｽ他。駐車場150台。

2013年10月13日市長・市議会議員選挙

2013年12月21日12月議会。本体工事費は資材値上げや消費税増税の影響で当初見込み40億円の３割

増の53億円可決

2014(平成26)年

2014年１月 実施設計公表、市民説明会

2014年２月 旧施設の解体着手　１億4126万円　三浦土建

2014年３月６日１度目入札不調。３ＪＶ全て辞退。業者によれば本体工事費で「13億円足りない」

2014年４月22日市議会全員協議会。設計労務単価約8％上昇、資材価格上昇により本体工事費を53

億円から６億円増額し59億円、総事業費65億8500万円とする説明

2014年４月25日臨時議会。本体工事59億円、事業費総額65億8500万円可決。大手業者発注を示唆

2014年５月29日２度目入札。県外大手ゼネコンに枠広げるも、20日まで入札参加申し込みなく不調

2014年６月25日３度目入札。資材や仕様を見直し、工期を16年８月から17年３月まで延長。発注枠

を地元業者に戻すが、２ＪＶとも辞退し不調。業者「設計の複雑さから外注工事が

多く、８億円以上足りない」

2014年７月９日地元業者が設計の特殊さを理由に技術上の問題で、市長に工事参加拒否を申し入れ

2014年８月22日臨時議会。本体工事費を一気に19億9000万円増額し78億9000万円を可決。監理業務

委託6837万6千円、外構整備約8000万円、既発済みの設計、解体含め工事関係事業

費総額85億7400万円。工期を当初から１年延長し2017年８月完成。建築面積6210.5
5㎡に約113㎡減、延べ床面積7886.56㎡に約216㎡減、建物高さ29.56㍍に。大手ゼ

ネコンに発注。共産党市議団は反対

2014年９月30日４度目入札。大手ゼネコンの竹中工務店と地元の菅原建設、鈴木工務店のＪＶが予

定価格73億204万円とほぼ同額の73億円で落札。参加は1ＪＶのみ

2017(平成29)年

2017年3月 29年度予算で、工事関係事業費に8億0400万円（ｲﾝﾌﾚｽﾗｲﾄﾞ1億8700万円、増額工事

費5億4000万円、外構工事費7700万円）追加し、93億7800万円に。備品購入費2億98

00万円と合わせ総事業費96億7600万円

鶴
岡
市
文
化
会
館
建
築
工
事
の
増
額
予
算
に
対
す
る

集
中
審
議
が
８
日
、
市
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

工
事
関
係
事
業
費
に
８
億
４
０
０
万
円
を
追
加
し
、

億
７
８
０
０
万
円
に
、
総
事
業
費

億
７
６
０
０
万

93

96

円
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
榎
本
市
長
は
「
将
来
の
負

担
軽
減
や
安
全
性
の
た
め
」
な
ど
と
述
べ
、
莫
大
な
工

事
費
に
な
っ
た
原
因
と
責
任
に
つ
い
て
不
透
明
さ
が
残

り
ま
し
た
。

市
文
化
会
館
整
備
工
事

の
主
な
変
更
点

①
金
属
屋
根
下
地
を
、
ボ

ー
ド
か
ら
軽
量
コ
ン
ク
リ

ー
ト
に
変
更
し
、
耐
久
性

の
向
上
と
将
来
の
修
繕
等

工
事
費
の
提
言
を
図
る
。

②
客
席
ホ
ー
ル
天
井
裏
等

の
点
検
用
歩
廊
な
ど
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
用
設
備
の
見
直

し
。

③
大
ホ
ー
ル
の
天
井
と
、

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
等

の
木
製
ル
ー
バ
ー
の
変
更

で
、
破
損
・
落
下
防
止
。

④
旧
建
物
の
残
置
杭
等
の

支
障
に
よ
る
杭
工
事
の
打

ち
直
し
等
の
増
。

⑤
施
工
の
合
理
化
に
よ
る

変
更(

減
額)

で
、
地
下
部

分
の
躯
体
形
状
や
ガ
ラ
ス

壁
範
囲
の
見
直
し
。

⑥
連
絡
用
ワ
イ
ヤ
レ
ス
イ

ン
カ
ム
設
備
と
無
料
ワ
イ

フ
ァ
イ
ス
ポ
ッ
ト
、
館
内

サ
イ
ン
等
の
拡
充
。

⑦
外
構
工
事
の
価
格
更

新
。
擁
壁
や
柵
、
致
道
館

境
界
の
池
垣
な
ど
の
追

加
。



（
１
面
の
つ
づ
き
）

総
務
部
長
は
「
市
の
実

質
的
負
担
は

億
５
千
万

29

円
ほ
ど
で
、
市
の
責
任
と

し
て
は
、
文
化
会
館
を
ど

う
市
民
に
使
っ
て
頂
く
か

に
あ
る
。
世
界
的
な
設
計

者
の
施
設
と
し
て
注
目
を

浴
び
る
も
の
に
な
っ
て
ほ

し
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

榎
本
市
長
は
「
変
更
の

度
に
そ
の
都
度
も
っ
と
減

額
で
き
な
い
か
と
職
員
に

言
っ
て
き
た
。
将
来
の
費

用
負
担
の
軽
減
や
安
全
性

な
ど
の
職
員
の
思
い
を
受

け
て
、
昨
年
の

月
に
苦

12

渋
の
決
断
を
し
た
」
と
述

べ
ま
し
た
。

石
井
議
員
は
、
「
吊
り

天
井
に
つ
い
て
、
国
交
省

の
建
築
物
の
天
井
脱
落
対

策
技
術
基
準
は
、
平
成
25

年
８
月
に
交
付
さ
れ
て
い

る
。

年
１
月
に
実
施
設

26

計
が
行
わ
れ
た
わ
け
で
、

今
回
の
変
更
は
そ
も
そ
も

実
施
設
計
に
問
題
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
」
と
質

し
ま
し
た
。

建
設
部
長
は
、
「
技
術

基
準
交
付
時
に
は
設
計
は

終
わ
っ
て
い
た
。
し
か
し

発
注
時
に
は
吊
り
天
井
の

ま
ま
だ
が
、
こ
の
部
分
を

修
正
し
て
基
準
を
満
た
す

も
の
と
し
て
い
る
」
と
答

え
、
設
計
時
の
問
題
を
認

め
ま
せ
ん
で
し
た
。

入
札
不
調
時
に
建
設

場
所
も
含
め
て
再
検
討

す
べ
き
だ
っ
た

加
藤
鉱
一
議
員
（
共
産

党
）
は
、「
市
民
の
声
は
、

当
初
計
画
の
倍
以
上
と
な

っ
た
工
事
と
、
さ
ら
に
将

来
必
要
と
さ
れ
る
多
額
の

費
用
負
担
に
つ
い
て
、
な

ぜ
こ
う
な
っ
た
の
か
、
そ

の
責
任
を
明
ら
か
に
し
て

ほ
し
い
と
い
う
こ
と
だ
。

入
札
不
調
時
に
最
初
に
立

ち
戻
っ
て
建
築
場
所
も
含

め
て
再
検
討
す
べ
き
だ
っ

た
し
、
今
回
の
問
題
を
今

後
の
教
訓
に
す
べ
き
だ
」

と
質
し
ま
し
た
。

榎
本
市
長
は
、
「
文
化

会
館
は
自
信
を
持
っ
て
誇

れ
る
建
物
だ
。
た
だ

億
45

円
積
算
の
時
点
と
、
そ
の

後
の
経
過
で
物
価
や
人
件

費
の
高
騰
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
責
任
は
、
施

設
を
完
成
を
さ
せ
、
ど
う

運
用
す
る
か
で
市
民
か
ら

審
判
を
受
け
て
い
き
た

い
」
と
答
え
ま
し
た
。

加
藤
議
員
は
、
「
江
戸

時
代
の
致
道
館
が
あ
り
、

住
宅
が
近
く
に
あ
る
Ｌ
字

型
の
敷
地
に
、

㍍
近
く

30

の
フ
ラ
イ
タ
ワ
ー
を
も
つ

施
設
を
つ
く
る
こ
と
か

ら
、
あ
の
よ
う
な
複
雑
な

屋
根
の
設
計
と
な
り
、
多

額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。
現
在
地
に
建

設
す
る
と
い
う
決
定
そ
の

も
の
に
根
本
の
問
題
が
あ

っ
た
」
と
述
べ
ま
し
た
。

他
に
佐
藤
久
樹
・
田
中

宏
・
渋
谷
耕
一
・
佐
藤
博

幸
・
佐
藤
峯
男
議
員
も
質

問
し
ま
し
た
。

「
建
設
場
所
に
問
題
」

設
計
者
自
身
も
認
め
る

市
文
化
会
館
の
設
計
者

で
あ
る
妹
島
和
世
氏
は
、

せ

じ
ま

か
ず

よ

東
西
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
事
業

協
同
組
合
講
演
会
で
、
鶴

岡
市
文
化
会
館
の
設
計
に

つ
い
て
、
「
敷
地
の
前
に

低
い
藩
校
の
塀
が
あ
っ

て
、
こ
の
辺
一
体
が
公
園

地
区
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ホ
ー
ル
は
、
地

域
の
中
で
飛
び
抜
け
て
ス

ケ
ー
ル
が
大
き
い
も
の
に

な
っ
て
し
ま
う
の
で
す

が
、
周
辺
に
向
か
う
ほ
ど

ス
ケ
ー
ル
を
落
と
し
て
、

な
る
べ
く
屋
根
の
裾
野
が

公
園
文
化
地
区
に
繋
が
っ

て
い
く
よ
う
に
つ
く
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
」
と
語

り
、
建
築
場
所
の
問
題
が

複
雑
な
屋
根
を
持
っ
た
設

計
に
な
っ
た
こ
と
を
述
べ

て
い
ま
す
。

こ
の
設
計
の
複
雑
さ
か

ら
、
地
元
業
者
の
工
事
参

加
拒
否
の
申
し
入
れ
や
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
発
注
と
工

事
費
倍
増
と
な
る
現
在
の

状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

建
築
評
論
家
で
武
蔵
野

美
術
大
学
教
授
の
松
葉
一

ま
つ

ば

か
ず

清
氏
は
、
「
現
代
建
築
の

き
よト

リ
セ
ツ
」
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研

究
所
）
で
、
現
代
建
築
に

つ
い
て
「
し
ば
し
ば
『
建

築
脳
』
と
で
も
呼
ぶ
べ
き

専
門
家
に
だ
け
通
じ
る
価

値
基
準
で
追
い
詰
め
て
い

く
と
、
税
金
と
い
う
公
金

を
浪
費
し
か
ね
な
い
『
底

な
し
沼
』
に
は
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

確
た
る
『
個
』
と
し
て

の
市
民
の
視
線
が
『
現
代

建
築
』
の
評
価
に
は
不
可

欠
で
す
。」
（
２
４
４
頁
）

と
書
い
て
い
ま
す
。

「
国
民
の
健
康
よ
り
も
金
」
の
政
治

こ
と
は
、
医
学
的
に
は
議
論
の
余
地
無

く
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
日
本
で
は
、
高
額
課
税
、
広

告
の
規
制
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
へ
の
有
害
性

の
表
示
な
ど
、
先
進
国
で
は
当
た
り
前

の
施
策
が
採
ら
れ
ず
、
健
康
被
害
が
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
な
ぜ
な
の
か
？

日
本
禁
煙
学
会
の
発
表
に
よ
る
と
、

た
ば
こ
業
界
か
ら
自
民
党
に
年
平
均
１

８
０
０
万
円
の
政
治
献
金
が
配
ら
れ
て

い
ま
す
（
大
沼
瑞
穂
参
院
議
員
に
も
）。

歪
ん
だ
自
民
党
政
治
に
よ
っ
て
命
と

健
康
が
脅
か
さ
れ
る
構
図
が
こ
こ
に
も

あ
り
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

日
（
金
）
の
厚
生
環
境
常
任
委
員
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会
で
た
ば
こ
対
策
に
つ
い
て
取
り
上

げ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
ぐ
る
み
の
受
動
喫
煙
防
止

対
策
、
学
校
で
の
喫
煙
防
止
教
育
の
強

化
、
禁
煙
外
来
の
周
知
・
活
用
な
ど
を

求
め
ま
し
た
。

担
当
課
長
は
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
推

進
を
図
る
旨
答
弁
、
最
後
に
医
療
統
括

官
か
ら
「
喫
煙
は
嗜
好
で
は
な
く
、
医

学
的
に
は
依
存
症
と
い
う
病
気
で
あ

る
」
等
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

国
内
で
年
間

万
人
が
ガ
ン
・
循
環
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器
疾
患
・
糖
尿
病
等
、
た
ば
こ
に
起
因

す
る
病
気
で
亡
く
な
る
な
ど
、
喫
煙
が

健
康
を
阻
害
す
る
最
大
の
要
因
で
あ
る

上・建設工事中の新文化会館 致道館の背後を圧

迫するかのようにそびえ立つ 下・新文化会館と周

辺の位置図（「実施設計説明書概要版」より引用）

土木課入札結果（ ）内は予定価格

3月9日入札分

・大山馬町線道路改良工事(債務負担行為)（馬

町地内）（入札8業者うち1業者辞退）

(有)今野建材工業 8,860,000円（9,211,000円）

工期～7/18（落札率96.2％）

・本町三丁目井岡線道路改良工事(債務負担行

為)（本町三丁目地内）（入札11業者）

小野寺建設(株) 15,780,000円（16,305,000円）

工期～7/31（落札率96.8％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格

3月9日入札分

・市道中学校板井川線歩道舗装工事(債務負担行

為)（東荒屋地内）（入札7業者うち1業者辞退）

(株)田川 2,280,000円（2,329,000円）

工期～6/16（落札率97.9％）


